
広報あんじょう 2018.11.1 俄

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
・
発
展
に
尽

く
し
た
個
人
と
各
種
大
会
で
優
秀

な
成
績
を
収
め
た
個
人
・
団
体
を

表
彰
し
ま
し
た
。

受
賞
者
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

（
学
校
名
等
は
大
会
出
場
当
時
の

も
の
）

〈
敬
称
略
〉

自
体
育
栄
誉
者

中
村
敏
雄（
安
城
市
軟
式
野
球
連

盟
）、清
水
聰（
安
城
市
ア
ー
チ
ェ

さ
と
し

リ
ー
協
会
）

自
体
育
功
労
者

平
岩
秀
明（
安
城
市
軟
式
野
球
連

盟
）、鶴
谷
公
恵（
安
城
市
ア
ー
チ

ェ
リ
ー
協
会
）

自
特
別
優
秀
選
手

宮
下
希
保（
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

き

ほ

／
ア
イ
シ
ン
・
エ
ィ
・
ダ
ブ
リ
ュ

ウ
ィ
ン
グ
ス
）、川
畑
瞳（
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
／
デ
ン
ソ
ー
ブ
ラ
イ
ト
ペ

ガ
サ
ス
）、野
口
さ
く
ら（
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
／
安
城
学
園
高
等
学

校
）

自
優
秀
選
手

倉
菜
々
子（
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
／
安

城
学
園
高
等
学
校
）、加
藤
響（
フ

ェ
ン
シ
ン
グ
／
愛
知
工
業
大
学
名

電
高
等
学
校
）、森
本
真
央（
テ
コ

ン
ド
ー
／
安
城
東
高
等
学
校
）、飯

島
加
奈（
ア
ル
テ
ィ
メ
ッ
ト
／
C

a
f
e

d
e

L
u
i
d
a
）、

加
藤
雄
大（
同
／
中
京
大
学
）、鳥

居
芳
成（
同
／
名
古
屋
大
学
）、渡

利
璃
穏（
レ
ス
リ
ン
グ
／
ア
イ
シ

り

お

ン
・
エ
ィ
・
ダ
ブ
リ
ュ
叙
）、大
河

内
哲
志（
柔
道
／
お
お
こ
う
ち
接

骨
院
）、大
多
和
心（
同
／
大
石
道

場
）、是
永
康
臣（
ス
キ
ー
／
ト
ヨ

タ
紡
織
叙
）、迫
間
奏（
バ
ト
ン
ト

ワ
ー
リ
ン
グ
／
オ
サ
ム
バ
ト
ン
ス

タ
ジ
オ
）、山
添
博
志（
サ
ッ
カ
ー

／
あ
い
ち
シ
ニ
ア

）、佐
久
間
強き

ょ
う

６０

太（
硬
式
野
球
／
東
海
中
央
ボ
ー

たイ
ズ
）、岩
月
優
衣（
ソ
フ
ト
ボ
ー

体
育
栄
誉
者
・
体
育
功
労
者
・
特
別
優
秀
選
手
・
優
秀
選
手
・
優
秀
団
体
を
表
彰■問

▼
市
体
育
館

（
緯〈

〉３
５
３
５
）

７５

ル
／
Ａ
Ｉ
Ｃ
Ｈ
Ｉ

Ｄ
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｍ

Ｒ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
）、妹
尾
美
郷（
同
／

同
）、ナ
ガ
オ
カ
ジ
ュ
リ
ア
ナ（
テ

コ
ン
ド
ー
／
安
城
学
園
高
等
学

校
）、小
笠
原
早
矢
楓（
陸
上

さ

や

か

／
同
）、菰
田
梨
香
子（
同
／
同
）、

こ
も

だ

近
藤
沙
南（
同
／
同
）、宇
野
琳
太

さ

な

郎（
同
／
同
）、伊
藤
隼
隆（
同
／
科

は
や
た
か

学
技
術
学
園
高
等
学
校
刈
谷
）、金

子
仁
哉（
同
／
同
）、綾
部
俊
哉（
同

／
同
）、大
曽
根
魁
志（
同
／
同
）、

か
い

し

齋
藤
美
佳（
同
／
同
）、清
水
源
樹

げ
ん

き

（
同
／
同
）、橋
本
陸
馬（
同
／
同
）、

り
く

ま

牧
野
り
え（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
／
S

T
I
N
G
S

J
r

A
I
C
H

I

O
C
E
A
N

W
I
N
S
）、

池
田
優（
サ
ッ
カ
ー
／
Ａ
Ｓ
刈
谷
）、

ゆ
う

奥
谷
直
生（
同
／
同
）、川
野
貴
大

な
お

き

（
同
／
同
）、高
橋
聖
宗（
同
／
同
）、

ま
さ
ひ
ろ

柴
田
和
正（
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球

／
安
城
市
卓
球
協
会
）、川
澄
眞
弓

（
同
／
同
）、鈴
木
悠
太（
テ
ニ
ス
／

名
古
屋
高
等
学
校
）、平
岩
和
貴

（
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
／
五
十
鈴
東
海

叙
）、渡
敦
行（
硬
式
野
球
／
豊
田

リ
ト
ル
シ
ニ
ア
）、大
石
晃
己（
同

こ
う

き

／
東
海
中
央
ボ
ー
イ
ズ
）、斎
藤
七

海（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
／
福
井
工
業

大
学
附
属
福
井
中
学
校
）、早
矢
仕

は

や

し

純
平（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
／
三
菱
重

工
業
叙
）、藤
原
晃
也（
空
手
／
中

京
大
学
）、山
下
友
紀（
硬
式
野
球

／
東
海
ボ
ー
イ
ズ
）、山
本
悠
斗

（
同
／
同
）、加
藤
春
佳（
サ
ッ
カ
ー

／
安
城
西
中
学
校
）、山
田
蓮（
陸

上
／
岡
崎
聾
学
校
）、近
藤
未
菜

（
ラ
イ
フ
ル
射
撃
／
叙
東
海
分
析

化
学
研
究
所
）、山
中
優
杏（
バ
ト

ゆ
う

あ

ン
ト
ワ
ー
リ
ン
グ
／
三
河
安
城
小

学
校
）、天
野
開
斗（
水
泳
／
東
山

中
学
校
）、榊
悠
宇（
サ
ッ
カ
ー
／

刈
谷
Ｊ
Ｙ
）、安
藤
優
羽（
同
／
同
）、

ゆ

う

鈴
木
瑠
根（
同
／
同
）、那
須
龍
之

る

ね

介（
同
／
同
）、橋
爪
太
一（
同
／

同
）、藤
田
晴（
同
／
同
）、坪
谷
至
祐

は
る

し
ゅ
う

（
同
／
同
）、柏
崎
祐
毅（
同
／
作
野

Ａ
Ｃ
）、川
越
采
和（
水
球
／
篠
目

さ

な

中
学
校
）、山
浦
隆
太（
ボ
ウ
リ
ン

グ
／
安
城
南
高
等
学
校
）、加
藤
翔と

亜（
硬
式
野
球
／
岡
崎
葵
ボ
ー
イ

あズ
）、髙
橋
俊
樹（
同
／
同
）、大
岡

愛
佳（
陸
上
／
作
野
Ａ
Ｃ
）、兼
井

怜
心
琉（
同
／
桜
町
ク
ラ
ブ
）、神

れ

あ

る

谷
朱
里（
同
／
安
城
Ｊ
Ａ
Ｃ
）、小

野
真
大（
同
／
同
）、松
浦
加
奈（
同

／
同
）、向
井
悠
汰（
同
／
同
）、都

築
季
輝（
硬
式
野
球
／
岡
崎
中
央

と
し

き

ボ
ー
イ
ズ
）、杉
浦
央
和（
同
／
同
）、

あ
き
ち
か

野
田
愛
斗（
サ
ッ
カ
ー
／
名
古
屋

あ
い

と

グ
ラ
ン
パ
ス
U

）、田
島
朱
音

１２

（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
／
岡
崎
Ｊ
Ｖ
Ｃ
）、

東
穂
乃
花（
同
／
同
）、簗
瀬
咲
桜

や
な

せ

さ
く
ら

（
同
／
同
）、山
口
柚
香（
同
／
同
）、

ゆ
ず

か

柴
田
和
叶（
同
／
同
）

わ

か
な

自
優
秀
団
体

安
城
学
園
高
等
学
校
女
子
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
部（
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
）、桜
井
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
）、Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｎ
Ｃ

Ａ
Ｒ

Ｆ
Ｃ（
フ
ッ
ト
サ
ル
）、科

学
技
術
学
園
高
等
学
校
刈
谷
男
子

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部（
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
）、科
学
技
術
学
園
高
等
学
校
刈

谷
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部（
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
）、ア
イ
シ
ン
・
エ
ィ
・
ダ
ブ

リ
ュ
ア
レ
イ
オ
ン
ズ
安
城（
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
）、桜
林
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
）、C
O

L
O
R（
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
）、三
河

安
城
リ
ト
ル
シ
ニ
ア（
硬
式
野
球
）、

安
城
リ
ト
ル
リ
ー
グ（
同
）、Ｓ
Ｔ

Ｉ
Ｎ
Ｇ

J
r（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）、

安
城
Ｊ
Ａ
Ｃ（
陸
上
）
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本
市
で
は
、

生
活
道
路
に

お
け
る
歩
行

者
等
の
安
全

な
通
行
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、「
ゾ
ー
ン

」を
設
置
し

３０

て
い
ま
す
。「
ゾ
ー
ン

」と
は
、

３０

区
域（
ゾ
ー
ン
）を
定
め
て
最
高
速

度

灼
毎
時
の
速
度
規
制
を
実
施

３０
し
、
そ
の
他
の
安
全
対
策（
入
口

に
ゾ
ー
ン

を
示
す
舗
装
及
び
標

３０

識
の
設
置
等
）を
必
要
に
応
じ
て

組
み
合
わ
せ
な
が
ら
、
ゾ
ー
ン
内

に
お
け
る
速
度
抑
制
や
抜
け
道
と

し
て
通
行
す
る
行
為
の
抑
制
等
を

図
る
生
活
道
路
対
策
で
す
。

本
市
に
は
、
下
図
の
と
お
り
２

箇
所
に
ゾ
ー
ン

が
設
け
ら
れ
て

３０

い
ま
す
。
こ
の
ゾ
ー
ン
内
を
通
行

す
る
と
き
は
、
制
限
速
度
を
必
ず

守
り
、
歩
行
者
優
先
の
思
い
や
り

運
転
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

■問
▼
市
民
安
全
課

（
緯〈

〉２
２
１
９
）

７１

ご
存
じ
で
す
か
？「
ゾ
ー
ン

」
３０

七
夕
ま
つ
り
後
に
夏
休
み
を

と
り
、
豪
雨
で
大
き
な
被
害
が

出
た
倉
敷
市
真
備
町
へ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
出
か
け
て
き
ま
し
た
。

新
幹
線「
新
倉
敷
駅
」に
到
着
す

る
と
、
駅
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

送
迎
バ
ス
が
出
さ
れ
て
お
り
、

五
分
ほ
ど
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
に
到
着
し
ま
す
。
セ
ン

タ
ー
で
住
所
・
氏
名
な
ど
の
登

録
を
し
、
注
意
事
項
の
説
明
を

受
け
た
後
、
再
び
バ
ス
に
乗
車

し
被
災
地
へ
移
動
し
ま
し
た
。

現
地
の
サ
テ
ラ
イ
ト
セ
ン
タ

ー
で
、
ス
コ
ッ
プ
、
一
輪
車
、

土
の
う
袋
な
ど
必
要
な
道
具
を

貸
与
さ
れ
、
指
示
さ
れ
た
現
場

へ
徒
歩
で
向
か
い
ま
し
た
。
私

た
ち
の
作
業
は
、
水
害
に
よ
り

破
壊
さ
れ
た
住
宅
廃
材
の
片
づ

け
で
、
す
で
に
は
が
さ
れ
て
い

た
床
や
壁
、
家
具
な
ど
を
仮
設

道
路
ま
で
運
ぶ
こ
と
で
し
た
。

炎
天
下
の
作
業
で
は
、
ま
め

に
休
憩
を
と
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
、
と
て
も
も
ど
か
し
く
感
じ

ま
し
た
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参

加
者
の
健
康
を
考
え
れ
ば
や
む

を
得
な
い
こ
と
と
割
り
切
り
ま

し
た
。
お
昼
過
ぎ
ま
で
の
数
時

間
の
活
動
で
、
大
し
た
貢
献
が

で
き
た
と
思
え
ま
せ
ん
が
、
そ

れ
で
も「
数
は
力
な
り
」で
す
。

数
十
人
も
の
人
々
が
協
力
し
合

っ
た
現
場
で
は
、
山
積
し
て
い

た
廃
材
も
ほ
と
ん
ど
片
付
い
て

い
ま
し
た
。

床
や
壁
の
運
搬
で
は
重
量
の

み
が
気
に
な
り
ま
し
た
が
、
食

器
棚
や
洗
面
台
な
ど
生
活
に
密

着
し
た
品
々
を
運
ぶ
時
、
そ
こ

で
暮
ら
し
て
こ
ら
れ
た
ご
家
族

の
日
常
が
連
想
さ
れ
心
が
痛
み

ま
し
た
。
災
害
に
関
し
て
、「
明

日
は
わ
が
身
」に
思
い
を
馳
せ

た
貴
重
な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

個
人
の
善
意
で

行
動
す
る
の
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す

が
、
本
市
で
は
被

災
地
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
出
か
け
る
方

の
た
め
の
補
助
制

度
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
補
助
は
、
宿

泊
費
と
交
通
費
の

一
部
を
支
給
す
る

も
の
で
、
詳
し
く

は「
安
城
市
社
会

福
祉
協
議
会
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー（
☎〈

〉２
９

７７

４
５
）」に
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

近
い
将
来
、
や

っ
て
来
る
南
海
ト

ラ
フ
巨
大
地
震
に
備
え
る
意
味

で
、
特
に
若
い
人
た
ち
に
本
市

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
補
助
制
度
を

活
用
し
、
被
災
地
に
出
か
け
て

も
ら
い
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

ボランティア活動の様子
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ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
・
発
展
に
尽

く
し
た
個
人
と
各
種
大
会
で
優
秀

な
成
績
を
収
め
た
個
人
・
団
体
を

表
彰
し
ま
し
た
。

受
賞
者
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

（
学
校
名
等
は
大
会
出
場
当
時
の

も
の
）

〈
敬
称
略
〉

自
体
育
栄
誉
者

中
村
敏
雄（
安
城
市
軟
式
野
球
連

盟
）、清
水
聰（
安
城
市
ア
ー
チ
ェ

さ
と
し

リ
ー
協
会
）

自
体
育
功
労
者

平
岩
秀
明（
安
城
市
軟
式
野
球
連

盟
）、鶴
谷
公
恵（
安
城
市
ア
ー
チ

ェ
リ
ー
協
会
）

自
特
別
優
秀
選
手

宮
下
希
保（
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

き

ほ

／
ア
イ
シ
ン
・
エ
ィ
・
ダ
ブ
リ
ュ

ウ
ィ
ン
グ
ス
）、川
畑
瞳（
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
／
デ
ン
ソ
ー
ブ
ラ
イ
ト
ペ

ガ
サ
ス
）、野
口
さ
く
ら（
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
／
安
城
学
園
高
等
学

校
）

自
優
秀
選
手

倉
菜
々
子（
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
／
安

城
学
園
高
等
学
校
）、加
藤
響（
フ

ェ
ン
シ
ン
グ
／
愛
知
工
業
大
学
名

電
高
等
学
校
）、森
本
真
央（
テ
コ

ン
ド
ー
／
安
城
東
高
等
学
校
）、飯

島
加
奈（
ア
ル
テ
ィ
メ
ッ
ト
／
C

a
f
e

d
e

L
u
i
d
a
）、

加
藤
雄
大（
同
／
中
京
大
学
）、鳥

居
芳
成（
同
／
名
古
屋
大
学
）、渡

利
璃
穏（
レ
ス
リ
ン
グ
／
ア
イ
シ

り

お

ン
・
エ
ィ
・
ダ
ブ
リ
ュ
叙
）、大
河

内
哲
志（
柔
道
／
お
お
こ
う
ち
接

骨
院
）、大
多
和
心（
同
／
大
石
道

場
）、是
永
康
臣（
ス
キ
ー
／
ト
ヨ

タ
紡
織
叙
）、迫
間
奏（
バ
ト
ン
ト

ワ
ー
リ
ン
グ
／
オ
サ
ム
バ
ト
ン
ス

タ
ジ
オ
）、山
添
博
志（
サ
ッ
カ
ー

／
あ
い
ち
シ
ニ
ア

）、佐
久
間
強き

ょ
う

６０

太（
硬
式
野
球
／
東
海
中
央
ボ
ー

たイ
ズ
）、岩
月
優
衣（
ソ
フ
ト
ボ
ー

体
育
栄
誉
者
・
体
育
功
労
者
・
特
別
優
秀
選
手
・
優
秀
選
手
・
優
秀
団
体
を
表
彰■問

▼
市
体
育
館

（
緯〈

〉３
５
３
５
）

７５

ル
／
Ａ
Ｉ
Ｃ
Ｈ
Ｉ

Ｄ
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｍ

Ｒ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
）、妹
尾
美
郷（
同
／

同
）、ナ
ガ
オ
カ
ジ
ュ
リ
ア
ナ（
テ

コ
ン
ド
ー
／
安
城
学
園
高
等
学

校
）、小
笠
原
早
矢
楓（
陸
上

さ

や

か

／
同
）、菰
田
梨
香
子（
同
／
同
）、

こ
も

だ

近
藤
沙
南（
同
／
同
）、宇
野
琳
太

さ

な

郎（
同
／
同
）、伊
藤
隼
隆（
同
／
科

は
や
た
か

学
技
術
学
園
高
等
学
校
刈
谷
）、金

子
仁
哉（
同
／
同
）、綾
部
俊
哉（
同

／
同
）、大
曽
根
魁
志（
同
／
同
）、

か
い

し

齋
藤
美
佳（
同
／
同
）、清
水
源
樹

げ
ん

き

（
同
／
同
）、橋
本
陸
馬（
同
／
同
）、

り
く

ま

牧
野
り
え（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
／
S

T
I
N
G
S

J
r

A
I
C
H

I

O
C
E
A
N

W
I
N
S
）、

池
田
優（
サ
ッ
カ
ー
／
Ａ
Ｓ
刈
谷
）、

ゆ
う

奥
谷
直
生（
同
／
同
）、川
野
貴
大

な
お

き

（
同
／
同
）、高
橋
聖
宗（
同
／
同
）、

ま
さ
ひ
ろ

柴
田
和
正（
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球

／
安
城
市
卓
球
協
会
）、川
澄
眞
弓

（
同
／
同
）、鈴
木
悠
太（
テ
ニ
ス
／

名
古
屋
高
等
学
校
）、平
岩
和
貴

（
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
／
五
十
鈴
東
海

叙
）、渡
敦
行（
硬
式
野
球
／
豊
田

リ
ト
ル
シ
ニ
ア
）、大
石
晃
己（
同

こ
う

き

／
東
海
中
央
ボ
ー
イ
ズ
）、斎
藤
七

海（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
／
福
井
工
業

大
学
附
属
福
井
中
学
校
）、早
矢
仕

は

や

し

純
平（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
／
三
菱
重

工
業
叙
）、藤
原
晃
也（
空
手
／
中

京
大
学
）、山
下
友
紀（
硬
式
野
球

／
東
海
ボ
ー
イ
ズ
）、山
本
悠
斗

（
同
／
同
）、加
藤
春
佳（
サ
ッ
カ
ー

／
安
城
西
中
学
校
）、山
田
蓮（
陸

上
／
岡
崎
聾
学
校
）、近
藤
未
菜

（
ラ
イ
フ
ル
射
撃
／
叙
東
海
分
析

化
学
研
究
所
）、山
中
優
杏（
バ
ト

ゆ
う

あ

ン
ト
ワ
ー
リ
ン
グ
／
三
河
安
城
小

学
校
）、天
野
開
斗（
水
泳
／
東
山

中
学
校
）、榊
悠
宇（
サ
ッ
カ
ー
／

刈
谷
Ｊ
Ｙ
）、安
藤
優
羽（
同
／
同
）、

ゆ

う

鈴
木
瑠
根（
同
／
同
）、那
須
龍
之

る

ね

介（
同
／
同
）、橋
爪
太
一（
同
／

同
）、藤
田
晴（
同
／
同
）、坪
谷
至
祐

は
る

し
ゅ
う

（
同
／
同
）、柏
崎
祐
毅（
同
／
作
野

Ａ
Ｃ
）、川
越
采
和（
水
球
／
篠
目

さ

な

中
学
校
）、山
浦
隆
太（
ボ
ウ
リ
ン

グ
／
安
城
南
高
等
学
校
）、加
藤
翔と

亜（
硬
式
野
球
／
岡
崎
葵
ボ
ー
イ

あズ
）、髙
橋
俊
樹（
同
／
同
）、大
岡

愛
佳（
陸
上
／
作
野
Ａ
Ｃ
）、兼
井

怜
心
琉（
同
／
桜
町
ク
ラ
ブ
）、神

れ

あ

る

谷
朱
里（
同
／
安
城
Ｊ
Ａ
Ｃ
）、小

野
真
大（
同
／
同
）、松
浦
加
奈（
同

／
同
）、向
井
悠
汰（
同
／
同
）、都

築
季
輝（
硬
式
野
球
／
岡
崎
中
央

と
し

き

ボ
ー
イ
ズ
）、杉
浦
央
和（
同
／
同
）、

あ
き
ち
か

野
田
愛
斗（
サ
ッ
カ
ー
／
名
古
屋

あ
い

と

グ
ラ
ン
パ
ス
U

）、田
島
朱
音

１２

（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
／
岡
崎
Ｊ
Ｖ
Ｃ
）、

東
穂
乃
花（
同
／
同
）、簗
瀬
咲
桜

や
な

せ

さ
く
ら

（
同
／
同
）、山
口
柚
香（
同
／
同
）、

ゆ
ず

か

柴
田
和
叶（
同
／
同
）

わ

か
な

自
優
秀
団
体

安
城
学
園
高
等
学
校
女
子
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
部（
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
）、桜
井
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
）、Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｎ
Ｃ

Ａ
Ｒ

Ｆ
Ｃ（
フ
ッ
ト
サ
ル
）、科

学
技
術
学
園
高
等
学
校
刈
谷
男
子

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部（
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
）、科
学
技
術
学
園
高
等
学
校
刈

谷
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部（
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
）、ア
イ
シ
ン
・
エ
ィ
・
ダ
ブ

リ
ュ
ア
レ
イ
オ
ン
ズ
安
城（
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
）、桜
林
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
）、C
O

L
O
R（
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
）、三
河

安
城
リ
ト
ル
シ
ニ
ア（
硬
式
野
球
）、

安
城
リ
ト
ル
リ
ー
グ（
同
）、Ｓ
Ｔ

Ｉ
Ｎ
Ｇ

J
r（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）、

安
城
Ｊ
Ａ
Ｃ（
陸
上
）
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本
市
で
は
、

生
活
道
路
に

お
け
る
歩
行

者
等
の
安
全

な
通
行
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、「
ゾ
ー
ン

」を
設
置
し

３０

て
い
ま
す
。「
ゾ
ー
ン

」と
は
、

３０

区
域（
ゾ
ー
ン
）を
定
め
て
最
高
速

度

灼
毎
時
の
速
度
規
制
を
実
施

３０
し
、
そ
の
他
の
安
全
対
策（
入
口

に
ゾ
ー
ン

を
示
す
舗
装
及
び
標

３０

識
の
設
置
等
）を
必
要
に
応
じ
て

組
み
合
わ
せ
な
が
ら
、
ゾ
ー
ン
内

に
お
け
る
速
度
抑
制
や
抜
け
道
と

し
て
通
行
す
る
行
為
の
抑
制
等
を

図
る
生
活
道
路
対
策
で
す
。

本
市
に
は
、
下
図
の
と
お
り
２

箇
所
に
ゾ
ー
ン

が
設
け
ら
れ
て

３０

い
ま
す
。
こ
の
ゾ
ー
ン
内
を
通
行

す
る
と
き
は
、
制
限
速
度
を
必
ず

守
り
、
歩
行
者
優
先
の
思
い
や
り

運
転
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

■問
▼
市
民
安
全
課

（
緯〈

〉２
２
１
９
）

７１

ご
存
じ
で
す
か
？「
ゾ
ー
ン

」
３０

七
夕
ま
つ
り
後
に
夏
休
み
を

と
り
、
豪
雨
で
大
き
な
被
害
が

出
た
倉
敷
市
真
備
町
へ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
出
か
け
て
き
ま
し
た
。

新
幹
線「
新
倉
敷
駅
」に
到
着
す

る
と
、
駅
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

送
迎
バ
ス
が
出
さ
れ
て
お
り
、

五
分
ほ
ど
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
に
到
着
し
ま
す
。
セ
ン

タ
ー
で
住
所
・
氏
名
な
ど
の
登

録
を
し
、
注
意
事
項
の
説
明
を

受
け
た
後
、
再
び
バ
ス
に
乗
車

し
被
災
地
へ
移
動
し
ま
し
た
。

現
地
の
サ
テ
ラ
イ
ト
セ
ン
タ

ー
で
、
ス
コ
ッ
プ
、
一
輪
車
、

土
の
う
袋
な
ど
必
要
な
道
具
を

貸
与
さ
れ
、
指
示
さ
れ
た
現
場

へ
徒
歩
で
向
か
い
ま
し
た
。
私

た
ち
の
作
業
は
、
水
害
に
よ
り

破
壊
さ
れ
た
住
宅
廃
材
の
片
づ

け
で
、
す
で
に
は
が
さ
れ
て
い

た
床
や
壁
、
家
具
な
ど
を
仮
設

道
路
ま
で
運
ぶ
こ
と
で
し
た
。

炎
天
下
の
作
業
で
は
、
ま
め

に
休
憩
を
と
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
、
と
て
も
も
ど
か
し
く
感
じ

ま
し
た
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参

加
者
の
健
康
を
考
え
れ
ば
や
む

を
得
な
い
こ
と
と
割
り
切
り
ま

し
た
。
お
昼
過
ぎ
ま
で
の
数
時

間
の
活
動
で
、
大
し
た
貢
献
が

で
き
た
と
思
え
ま
せ
ん
が
、
そ

れ
で
も「
数
は
力
な
り
」で
す
。

数
十
人
も
の
人
々
が
協
力
し
合

っ
た
現
場
で
は
、
山
積
し
て
い

た
廃
材
も
ほ
と
ん
ど
片
付
い
て

い
ま
し
た
。

床
や
壁
の
運
搬
で
は
重
量
の

み
が
気
に
な
り
ま
し
た
が
、
食

器
棚
や
洗
面
台
な
ど
生
活
に
密

着
し
た
品
々
を
運
ぶ
時
、
そ
こ

で
暮
ら
し
て
こ
ら
れ
た
ご
家
族

の
日
常
が
連
想
さ
れ
心
が
痛
み

ま
し
た
。
災
害
に
関
し
て
、「
明

日
は
わ
が
身
」に
思
い
を
馳
せ

た
貴
重
な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

個
人
の
善
意
で

行
動
す
る
の
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す

が
、
本
市
で
は
被

災
地
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
出
か
け
る
方

の
た
め
の
補
助
制

度
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
補
助
は
、
宿

泊
費
と
交
通
費
の

一
部
を
支
給
す
る

も
の
で
、
詳
し
く

は「
安
城
市
社
会

福
祉
協
議
会
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー（
☎〈

〉２
９

７７

４
５
）」に
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

近
い
将
来
、
や

っ
て
来
る
南
海
ト

ラ
フ
巨
大
地
震
に
備
え
る
意
味

で
、
特
に
若
い
人
た
ち
に
本
市

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
補
助
制
度
を

活
用
し
、
被
災
地
に
出
か
け
て

も
ら
い
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

ボランティア活動の様子
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認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
・

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座

わ
が
国
の
認
知
症
高
齢
者
の
数

は
２
０
２
５
年
に
は
約

万
人
、

７００

歳
以
上
の
高
齢
者
の
約
5
人
に

６５1
人
に
達
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ

て
い
ま
す
。
認
知
症
は
、
誰
も
が

関
わ
る
可
能
性
の
あ
る
身
近
な
病

気
で
す
。
認
知
症
の
人
は
、
周
り

の
配
慮
や
支
援
が
あ
れ
ば
、
家
族

や
地
域
の
人
と
と
も
に
幸
せ
に
過

ご
し
て
い
け
ま
す
。

市
で
は
、
認
知
症
に
関
す
る
講

座
を
実
施
し
ま
す
。
ぜ
ひ
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

■
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

認
知
症
を
理
解
し
、
認
知
症
の

人
や
家
族
を
温
か
く
見
守
り
、
支

援
す
る
方
法
を
学
ぶ
講
座
で
す
。

●
日
時

月

日
晶
午
後
６
時

１１

３０

分
～
８
時（
開
場
は
午
後
６
時

３０
分
）

１５●
場
所

市
民
会
館

●
講
師

大
川
奈
美
氏（
安
城
市

キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト
）

●
定
員

人
５０

（
先
着
順
）

●
そ
の
他

受

講
者
に
は
、
オ

レ
ン
ジ
リ
ン
グ

を
進
呈
し
ま
す

●
申
込
み

月
１
日
昭
～

日

１１

２９

昭
午
前
８
時

分
～
午
後
５
時

３０

１５

分（
松
掌
抄
を
除
く
）に
直
接
か
電

話
で
高
齢
福
祉
課（
緯〈

〉２
２

７１

６
４
）へ

■
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
講
座（
２
回
連
続
講
座
）

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

か
ら
さ
ら
に
認
知
症
へ
の
理
解
を

深
め
ま
す
。
認
知
症
高
齢
者
捜
索・

声
掛
け
模
擬
訓
練
で
は
ス
タ
ッ
フ

と
し
て
周
知
活
動
を
行
い
ま
す
。

認
知
症
の
人
や
家
族
を
地
域
で
支

援
す
る
際
等
に
役
立
つ
講
座
で
す
。

●
日
時
／
場
所
／
内
容

下
表
の

と
お
り

●
対
象

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講
座
を
受
講
し
た
こ
と
が
あ
り
、

認
知
症
の
啓
発
活
動
に
興
味
が
あ

る
人

●
定
員

人（
先
着
順
）

１５

●
そ
の
他

受
講
者
に
は
、「
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
キ
ャ
ラ
バ
ン
」の

ピ
ン
バ
ッ
ジ
を
進

呈
し
ま
す

●
申
込
み

月
１１

１
日
昭
～

月
5

１２

日
昌
午
前
８
時

分
～
午
後
５
時

３０

分（
松
掌
抄
を
除
く
）に
直
接
か

１５

認知症サポーターステップアップ講座の内容（全２回）
内容場所日時

「認知症についてもっと知る」
・認知症の基礎知識
・安城市の取り組み
・認知症の人への接し方（傾聴）
～認知症の人と家族に寄り添う視点～

桜井福祉
センター

１２月６日昭

午後１時３０分～３時４０分

「認知症の啓発活動について」
・認知症高齢者捜索・声掛け模擬訓練でス
タッフとして周知活動に参加する

アピタ
安城南店

来年２月９日松

午前９時３０分～正午

電
話
で
高
齢
福
祉
課（
緯〈

〉２
７１

２
６
４
）へ■問

▼
高
齢
福
祉
課

（
緯〈

〉２
２
６
４
）

７１

配
偶
者
や
恋
人
等
か
ら
の
暴
力
、

セ
ク
ハ
ラ
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
等
、

女
性
に
対
す
る
暴
力
は
、
女
性
の

人
権
を
著
し
く
侵
害
す
る
も
の
で

あ
り
、
男
女
共
同
参
画
社
会
を
形

成
す
る
上
で
克
服
す
べ
き
重
要
な

課
題
で
す
。

「
暴
力
を
認
め
な
い
」「
自
分
の

こ
と
を
大
切
に
す
る
」「
相
手
の
こ

と
も
大
切
に
す
る
」こ
の
３
つ
は
、

自
分
を
取
り
巻
く
全
て
の
人
と
の

関
係
に
お
い
て
、
と
て
も
大
事
な

こ
と
で
す
。
一
人
で
問
題
を
抱
え

込
ま
ず
、
誰
か
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

●
期
間

月

日
捷
～

日
掌

１１

１２

２５

●
そ
の
他

市
役
所
相
談
室
で
は

毎
週
昌
に
女
性
相
談
を
行
っ
て
い

ま
す
。
詳
細
は
本
紙
毎
月

日
号

１５

「
相
談
窓
口
」ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て

く
だ
さ
い■問

▼
市
民
協
働
課

（
緯〈

〉２
２
１
８
）

７１
市
民
課
相
談
室

（
緯〈

〉２
２
２
２
）

７１

テ
レ
ビ
で
も
お
な
じ
み
の

あ
の
料
理
は
も
ち
ろ
ん
、
隠

れ
家
的
な
ス
ポ
ッ
ト
等
、
多

彩
な
店
が
参
加
し
ま
す
。

忘
年
会
や
ク
リ
ス
マ
ス
パ

ー
テ
ィ
ー
の
前
に
、
こ
の
イ

ベ
ン
ト
で
新
し
い
店
を
発
見

し
ま
し
ょ
う
。

●
開
催
期
間

月
１
日
昭

１１

～

日
晶

３０
●
開
催
場
所

三
河
安
城
駅

周
辺
の
参
加
店

●
利
用
方
法

３
枚
つ
づ
り

３
０
０
０
円
の
チ
ケ
ッ
ト
を

イ
ベ
ン
ト
参
加
店
で
購
入
。

チ
ケ
ッ
ト
を
利
用
し
て
各
店

の
特
製
バ
ル
メ
ニ
ュ
ー
が
食

べ
ら
れ
ま
す

●
そ
の
他

参
加
店
や
特
製

バ
ル
メ
ニ
ュ
ー
等
詳
細
は
三

河
安
城
バ
ル
Ｈ
Ｐ
に
掲
載

※
下
の
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
か
ら
確

認
で
き
ま
す
。

●
問
合
せ

三
河
安
城
商
店

街
振
興
組
合
・
下
村
さ
ん

（
緯
０
９
０〈
３
４
４
６
〉２

７
０
４
）、市
商
工
課（
緯

〈

〉２
２
３
５
）

７１

女
性
に
対
す
る
暴

力
を
な
く
す
運
動

女性に対する暴
力根絶のための
シンボルマーク
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除
く
）に
、
応
募
申
込
書
と
小
論

文
を
持
参
か
、
郵
送（
消
印
有
効
）、

フ
ァ
ク
ス
又
は
件
名
を「
委
員
公

募
」と
し
Ｅ
メ
ー
ル
で
歴
史
博
物

館（
〒

－

０
０
２
６
安
城
町
城

４４６

堀
／
胃〈
〉６
６
０
０
／bunka

３０

７７

shinko@
city.anjo.lg.jp

）へ

※
応
募
書
類
は
同
館
・
同
館
Ｈ
Ｐ

で
配
布
。

●
そ
の
他

選
考
結
果
は
合
否
に

関
わ
ら
ず

月

日
承
ま
で
に
応

１２

２４

募
者
全
員
に
通
知

歴
史
に
関
心
が
あ
る

暫
年
３
回
程
度
平
日
昼
間
に
開
催

す
る
会
議
に
出
席
で
き
る（
５

月
・
７
月
・
１
月
の
予
定
。
１

回
の
会
議
時
間
は
２
時
間
程
度
）

暫
応
募
日
時
点
で
市
の
他
の
審
議

会
等
の
公
募
委
員
で
な
い

●
募
集
人
数

１
人

●
報
酬

会
議
１
回
の
出
席
に
つ

き
７
５
０
０
円

●
選
考

書
類（
応
募
申
込
書
・

小
論
文
）、面
接（

月

日
晶
予

１２

１４

定
）

●
申
込
み

月

日
昭
～

日

１１

１５

３０

晶
午
前
９
時
～
午
後
５
時（
捷
を

安
城
市
博
物
館
協
議
会
委
員
の

一
部
を
公
募
し
ま
す
。

●
職
務
内
容

博
物
館
長
の
諮
問

機
関
で
あ
る
安
城
市
博
物
館
協
議

会
に
お
い
て
、
博
物
館
の
運
営
等

に
つ
い
て
調
査
及
び
審
議
し
、
意

見
を
述
べ
る

●
任
期

２
０
１
９
年
４
月
１
日

～
２
０
２
１
年
３
月

日
３１

●
対
象

次
の
全
て
の
要
件
を
満

た
す
人

暫
平
成

年
４
月
１
日
以
前
生
ま

１１

れ
暫
市
歴
史
博
物
館
の
企
画
展
等
を

観
覧
し
て
お
り
、
博
物
館
及
び

■問
▼
歴
史
博
物
館

（
緯〈

〉６
６
５
５
）

７７

安
城
市
博
物
館
協
議
会
委
員
を
募
集

－

０
０
６
１
新
田
町
新
定
山

－４１

８
／
胃〈

〉９
２
９
３
／m

y-

７７

sports-anjo@
city.anjo.lg.jp

）

へ※
申
込
用
紙
は
同
館
・
市
Ｈ
Ｐ
で

配
布
。

来
年
度
の
ス
ポ
ー
ツ
競
技
大
会
を

予
定
し
て
い
る
団
体
か
ら
の
利
用

申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

●
対
象

人
以
上
の
参
加
者
を

１００

対
象
と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
競
技
大
会

（
市
内
団
体
優
先
）

●
申
込
み

月
６
日
昇
～

日

１１

３０

晶
午
前
９
時
～
午
後
５
時（
捷
を

除
く
）に
、
申
込
用
紙
を
持
参
か

郵
送（
消
印
有
効
）、フ
ァ
ク
ス
又

は
Ｅ
メ
ー
ル
で
市
体
育
館（
〒
４４６

■
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
早
朝
利
用
に

つ
い
て月

１
日
昭
～
来
年
３
月

日

１１

３１

掌
の
冬
季
期
間
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

の
利
用
可
能
時
間
を
次
の
と
お
り

変
更
し
ま
す
。

●
利
用
可
能
時
間

午
前
７
時
～

午
後
９
時

■
体
育
施
設
の
年
間
利
用
申
込
み

市
の
体
育
施
設
を
利
用
し
て
、

■問
▼
市
体
育
館

（
緯〈

〉３
５
３
５
）

７５

体
育
施
設
の
利
用
に
つ
い
て

全
国
を
巡
回
し
て
い
る
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
フ
ラ
ッ
グ
と
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
フ
ラ
ッ
グ
が

安
城
に
や
っ
て
き
ま
す
。
１１

月

日
ま
で
県
内
を
巡
り
ま

２９
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
市
体

育
館
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
日
時

月
８
日
昭
午
前

１１

９
時
～
午
後
５
時

●
場
所

市
体
育
館

●
主
催

東
京
都
、
東
京
２

０
２
０
組
織
委
員
会
、
J
O

C
、
J
P
C

●
問
合
せ

市
体
育
館（
緯

〈

〉３
５
３
５
）

７５

桜
井
地
区
の
魅
力
を
感
じ
な
が

ら
歩
き
ま
せ
ん
か
。
事
前
申
込
は

不
要
で
、
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

●
日
時

月

日
松
午
前
８
時

１１

１７

分
３０※

受
付
は
午
前
８
時
か
ら
。

●
受
付
場
所

桜
井
駅
前
公
園

●
コ
ー
ス

桜
井
駅
前
公
園
～
三

河
太
田
屋
敷
～
村
高
の
大
ク
ス
～

村
高
天
神
社（
芭
蕉
の
句
碑
）～
秋

葉
歩
道
橋
～
桜
井
駅
前
公
園

歩

行
距
離
約
７
灼

※
歩
行
距
離
約
３
灼
の
フ
ァ
ミ
リ

ー
コ
ー
ス
有
。

●
持
ち
物

歩
き
や
す
い
服
装
、

帽
子
、
水
筒
、
タ
オ
ル
、
雨
具
等

●
そ
の
他

参
加
賞
有
。
桜
井
駅

前
公
園
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と
同
時

開
催

●
問
合
せ

安
城
桜
井
駅
周
辺
地

区
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
事
務
局（
市

区
画
整
理
課
内
／
緯〈
〉２
２
６
１
）

７１

さ
く
ら
い
ケ
ン
サ
チ

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

村高の大クス

PPhotoby東京都/TokyoPhotoby東京都/Tokyo２０２０２０２０
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認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
・

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座

わ
が
国
の
認
知
症
高
齢
者
の
数

は
２
０
２
５
年
に
は
約

万
人
、

７００

歳
以
上
の
高
齢
者
の
約
5
人
に

６５1
人
に
達
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ

て
い
ま
す
。
認
知
症
は
、
誰
も
が

関
わ
る
可
能
性
の
あ
る
身
近
な
病

気
で
す
。
認
知
症
の
人
は
、
周
り

の
配
慮
や
支
援
が
あ
れ
ば
、
家
族

や
地
域
の
人
と
と
も
に
幸
せ
に
過

ご
し
て
い
け
ま
す
。

市
で
は
、
認
知
症
に
関
す
る
講

座
を
実
施
し
ま
す
。
ぜ
ひ
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

■
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

認
知
症
を
理
解
し
、
認
知
症
の

人
や
家
族
を
温
か
く
見
守
り
、
支

援
す
る
方
法
を
学
ぶ
講
座
で
す
。

●
日
時

月

日
晶
午
後
６
時

１１

３０

分
～
８
時（
開
場
は
午
後
６
時

３０
分
）

１５●
場
所

市
民
会
館

●
講
師

大
川
奈
美
氏（
安
城
市

キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト
）

●
定
員

人
５０

（
先
着
順
）

●
そ
の
他

受

講
者
に
は
、
オ

レ
ン
ジ
リ
ン
グ

を
進
呈
し
ま
す

●
申
込
み

月
１
日
昭
～

日

１１

２９

昭
午
前
８
時

分
～
午
後
５
時

３０

１５

分（
松
掌
抄
を
除
く
）に
直
接
か
電

話
で
高
齢
福
祉
課（
緯〈

〉２
２

７１

６
４
）へ

■
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
講
座（
２
回
連
続
講
座
）

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

か
ら
さ
ら
に
認
知
症
へ
の
理
解
を

深
め
ま
す
。
認
知
症
高
齢
者
捜
索・

声
掛
け
模
擬
訓
練
で
は
ス
タ
ッ
フ

と
し
て
周
知
活
動
を
行
い
ま
す
。

認
知
症
の
人
や
家
族
を
地
域
で
支

援
す
る
際
等
に
役
立
つ
講
座
で
す
。

●
日
時
／
場
所
／
内
容

下
表
の

と
お
り

●
対
象

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講
座
を
受
講
し
た
こ
と
が
あ
り
、

認
知
症
の
啓
発
活
動
に
興
味
が
あ

る
人

●
定
員

人（
先
着
順
）

１５

●
そ
の
他

受
講
者
に
は
、「
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
キ
ャ
ラ
バ
ン
」の

ピ
ン
バ
ッ
ジ
を
進

呈
し
ま
す

●
申
込
み

月
１１

１
日
昭
～

月
5

１２

日
昌
午
前
８
時

分
～
午
後
５
時

３０

分（
松
掌
抄
を
除
く
）に
直
接
か

１５

認知症サポーターステップアップ講座の内容（全２回）
内容場所日時

「認知症についてもっと知る」
・認知症の基礎知識
・安城市の取り組み
・認知症の人への接し方（傾聴）
～認知症の人と家族に寄り添う視点～

桜井福祉
センター

１２月６日昭

午後１時３０分～３時４０分

「認知症の啓発活動について」
・認知症高齢者捜索・声掛け模擬訓練でス
タッフとして周知活動に参加する

アピタ
安城南店

来年２月９日松

午前９時３０分～正午

電
話
で
高
齢
福
祉
課（
緯〈

〉２
７１

２
６
４
）へ■問

▼
高
齢
福
祉
課

（
緯〈

〉２
２
６
４
）

７１

配
偶
者
や
恋
人
等
か
ら
の
暴
力
、

セ
ク
ハ
ラ
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
等
、

女
性
に
対
す
る
暴
力
は
、
女
性
の

人
権
を
著
し
く
侵
害
す
る
も
の
で

あ
り
、
男
女
共
同
参
画
社
会
を
形

成
す
る
上
で
克
服
す
べ
き
重
要
な

課
題
で
す
。

「
暴
力
を
認
め
な
い
」「
自
分
の

こ
と
を
大
切
に
す
る
」「
相
手
の
こ

と
も
大
切
に
す
る
」こ
の
３
つ
は
、

自
分
を
取
り
巻
く
全
て
の
人
と
の

関
係
に
お
い
て
、
と
て
も
大
事
な

こ
と
で
す
。
一
人
で
問
題
を
抱
え

込
ま
ず
、
誰
か
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

●
期
間

月

日
捷
～

日
掌

１１

１２

２５

●
そ
の
他

市
役
所
相
談
室
で
は

毎
週
昌
に
女
性
相
談
を
行
っ
て
い

ま
す
。
詳
細
は
本
紙
毎
月

日
号

１５

「
相
談
窓
口
」ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て

く
だ
さ
い■問

▼
市
民
協
働
課

（
緯〈

〉２
２
１
８
）

７１
市
民
課
相
談
室

（
緯〈

〉２
２
２
２
）

７１

テ
レ
ビ
で
も
お
な
じ
み
の

あ
の
料
理
は
も
ち
ろ
ん
、
隠

れ
家
的
な
ス
ポ
ッ
ト
等
、
多

彩
な
店
が
参
加
し
ま
す
。

忘
年
会
や
ク
リ
ス
マ
ス
パ

ー
テ
ィ
ー
の
前
に
、
こ
の
イ

ベ
ン
ト
で
新
し
い
店
を
発
見

し
ま
し
ょ
う
。

●
開
催
期
間

月
１
日
昭

１１

～

日
晶

３０
●
開
催
場
所

三
河
安
城
駅

周
辺
の
参
加
店

●
利
用
方
法

３
枚
つ
づ
り

３
０
０
０
円
の
チ
ケ
ッ
ト
を

イ
ベ
ン
ト
参
加
店
で
購
入
。

チ
ケ
ッ
ト
を
利
用
し
て
各
店

の
特
製
バ
ル
メ
ニ
ュ
ー
が
食

べ
ら
れ
ま
す

●
そ
の
他

参
加
店
や
特
製

バ
ル
メ
ニ
ュ
ー
等
詳
細
は
三

河
安
城
バ
ル
Ｈ
Ｐ
に
掲
載

※
下
の
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
か
ら
確

認
で
き
ま
す
。

●
問
合
せ

三
河
安
城
商
店

街
振
興
組
合
・
下
村
さ
ん

（
緯
０
９
０〈
３
４
４
６
〉２

７
０
４
）、市
商
工
課（
緯

〈

〉２
２
３
５
）

７１

女
性
に
対
す
る
暴

力
を
な
く
す
運
動

女性に対する暴
力根絶のための
シンボルマーク
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除
く
）に
、
応
募
申
込
書
と
小
論

文
を
持
参
か
、
郵
送（
消
印
有
効
）、

フ
ァ
ク
ス
又
は
件
名
を「
委
員
公

募
」と
し
Ｅ
メ
ー
ル
で
歴
史
博
物

館（
〒

－

０
０
２
６
安
城
町
城

４４６

堀
／
胃〈
〉６
６
０
０
／bunka

３０

７７

shinko@
city.anjo.lg.jp

）へ

※
応
募
書
類
は
同
館
・
同
館
Ｈ
Ｐ

で
配
布
。

●
そ
の
他

選
考
結
果
は
合
否
に

関
わ
ら
ず

月

日
承
ま
で
に
応

１２

２４

募
者
全
員
に
通
知

歴
史
に
関
心
が
あ
る

暫
年
３
回
程
度
平
日
昼
間
に
開
催

す
る
会
議
に
出
席
で
き
る（
５

月
・
７
月
・
１
月
の
予
定
。
１

回
の
会
議
時
間
は
２
時
間
程
度
）

暫
応
募
日
時
点
で
市
の
他
の
審
議

会
等
の
公
募
委
員
で
な
い

●
募
集
人
数

１
人

●
報
酬

会
議
１
回
の
出
席
に
つ

き
７
５
０
０
円

●
選
考

書
類（
応
募
申
込
書
・

小
論
文
）、面
接（

月

日
晶
予

１２

１４

定
）

●
申
込
み

月

日
昭
～

日

１１

１５

３０

晶
午
前
９
時
～
午
後
５
時（
捷
を

安
城
市
博
物
館
協
議
会
委
員
の

一
部
を
公
募
し
ま
す
。

●
職
務
内
容

博
物
館
長
の
諮
問

機
関
で
あ
る
安
城
市
博
物
館
協
議

会
に
お
い
て
、
博
物
館
の
運
営
等

に
つ
い
て
調
査
及
び
審
議
し
、
意

見
を
述
べ
る

●
任
期

２
０
１
９
年
４
月
１
日

～
２
０
２
１
年
３
月

日
３１

●
対
象

次
の
全
て
の
要
件
を
満

た
す
人

暫
平
成

年
４
月
１
日
以
前
生
ま

１１

れ
暫
市
歴
史
博
物
館
の
企
画
展
等
を

観
覧
し
て
お
り
、
博
物
館
及
び

■問
▼
歴
史
博
物
館

（
緯〈

〉６
６
５
５
）

７７

安
城
市
博
物
館
協
議
会
委
員
を
募
集

－
０
０
６
１
新
田
町
新
定
山

－４１

８
／
胃〈

〉９
２
９
３
／m

y-
７７

sports-anjo@
city.anjo.lg.jp

）

へ※
申
込
用
紙
は
同
館
・
市
Ｈ
Ｐ
で

配
布
。

来
年
度
の
ス
ポ
ー
ツ
競
技
大
会
を

予
定
し
て
い
る
団
体
か
ら
の
利
用

申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

●
対
象

人
以
上
の
参
加
者
を

１００

対
象
と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
競
技
大
会

（
市
内
団
体
優
先
）

●
申
込
み

月
６
日
昇
～

日

１１

３０

晶
午
前
９
時
～
午
後
５
時（
捷
を

除
く
）に
、
申
込
用
紙
を
持
参
か

郵
送（
消
印
有
効
）、フ
ァ
ク
ス
又

は
Ｅ
メ
ー
ル
で
市
体
育
館（
〒
４４６

■
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
早
朝
利
用
に

つ
い
て月

１
日
昭
～
来
年
３
月

日

１１

３１

掌
の
冬
季
期
間
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

の
利
用
可
能
時
間
を
次
の
と
お
り

変
更
し
ま
す
。

●
利
用
可
能
時
間

午
前
７
時
～

午
後
９
時

■
体
育
施
設
の
年
間
利
用
申
込
み

市
の
体
育
施
設
を
利
用
し
て
、

■問
▼
市
体
育
館

（
緯〈

〉３
５
３
５
）

７５

体
育
施
設
の
利
用
に
つ
い
て

全
国
を
巡
回
し
て
い
る
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
フ
ラ
ッ
グ
と
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
フ
ラ
ッ
グ
が

安
城
に
や
っ
て
き
ま
す
。
１１

月

日
ま
で
県
内
を
巡
り
ま

２９
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
市
体

育
館
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
日
時

月
８
日
昭
午
前

１１

９
時
～
午
後
５
時

●
場
所

市
体
育
館

●
主
催

東
京
都
、
東
京
２

０
２
０
組
織
委
員
会
、
J
O

C
、
J
P
C

●
問
合
せ

市
体
育
館（
緯

〈

〉３
５
３
５
）

７５

桜
井
地
区
の
魅
力
を
感
じ
な
が

ら
歩
き
ま
せ
ん
か
。
事
前
申
込
は

不
要
で
、
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

●
日
時

月

日
松
午
前
８
時

１１

１７

分
３０※

受
付
は
午
前
８
時
か
ら
。

●
受
付
場
所

桜
井
駅
前
公
園

●
コ
ー
ス

桜
井
駅
前
公
園
～
三

河
太
田
屋
敷
～
村
高
の
大
ク
ス
～

村
高
天
神
社（
芭
蕉
の
句
碑
）～
秋

葉
歩
道
橋
～
桜
井
駅
前
公
園

歩

行
距
離
約
７
灼

※
歩
行
距
離
約
３
灼
の
フ
ァ
ミ
リ

ー
コ
ー
ス
有
。

●
持
ち
物

歩
き
や
す
い
服
装
、

帽
子
、
水
筒
、
タ
オ
ル
、
雨
具
等

●
そ
の
他

参
加
賞
有
。
桜
井
駅

前
公
園
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と
同
時

開
催

●
問
合
せ

安
城
桜
井
駅
周
辺
地

区
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
事
務
局（
市

区
画
整
理
課
内
／
緯〈
〉２
２
６
１
）

７１

さ
く
ら
い
ケ
ン
サ
チ

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

村高の大クス
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